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論 文 内 容 の 要 旨
L iC lは発生初期の肱に著しい影響を及ぼし, 単眼の形成その他前脳部の形態に異常をひき起こす｡一方,
肱の脳を含む中枢神経系は編制原中肱葉の外腫葉に対する誘導作用の結果形成される｡ したがって, 前脳
の異常を起こさせる L iC lの効果は, 脳の形成に直接作用するのではなく, 編制原中腰葉に作用するので
あろうという考えが支持されてきた｡ しかし, 比較的最近になって, この考えが必ずしも妥当でないこと
を示す事実が兄いだされてきた｡ 増井禎夫の論文は, この点を徹底的に明らかにする目的で行なった一連
の実験の結果をまとめたものである｡
L iC l が編制原中藤葉のみに作用して,直接脳の形成にあずかる外版葉には作用しないものかどうかを調
べるために,まず前脳形成域の外腫葉と前脳誘導部の中肱菓とをそれぞれ別個に切りだして L iC l処理を施
して後, この処理を施さない中腫葉もしくは外肱葉と組み合わせて外植したり移植している｡ 結果は移植
たると外植たるとを問わず, 処理効果は中腔菓はむろんのこと, 外肱葉にも現われることを示 しているO
ひとしく影響を受けるといっても, 中腰葉と外艦菓とでは異なる反応を示す｡ 中肱葉のうちでも特に前
脳を特異的に誘導する脊索前板部に対する LiClの影響を調べてみると, それ白身の脊索前板- の分化能
が低下し, 脊索 ･筋節 ･前腎なとへの分化能が高まる｡ すでに陥入を終って脊索 ･筋節- の分化能を失っ
たものでも, L iC l 処理によって再び脊索 ･筋節への分化を示すことがしばしばある｡このような脊索前板
によって誘導される脳の形態は, 前脳ではなくて,後脳や脊髄に近いものである｡ したがって, LiCl処理
によって生 じる前脳の異常は, 中腹葉を介してひき起こされ孝という従来の考え方も決 してまちがいでは
ないことを立証した｡
ところが, 外腫葉に対する LiCl処理の効果を詳細に調べてみると, 神経に分化する能力をそこなうこ
とはないが, 分化してくる形態に著しく影響して, 後脳 ･脊髄とならせる｡ このことは外肱葉に対する直
接の影響を示すものと考えられるが, しかしそうとばかり判定できないものを含んでいる｡ というのは,
外植した L iC l処理の外腫葉の一部は中肱菓化して, 脊索 ･筋節 ･前腎などに分化しているからである｡
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つぎに,この外肱菓自身の中肱菓化を追求するために, 煮殺 した編制原車肱葉を L IC i処理の外肱葉で
包んで培養したり, 外勝美のアルカリ処理による神経化と, L iC l 処理とを組み合わせて培養した場合に
も, 中腫葉が分化することを確認し, L iC l処理による外肱葉の中肱菓化というおもしろい事実を発見 して
いる｡ また発生の進んだ神経腫の神経板を用いた L iC l処理の実験では, 影響は外腔葉に直接及ぶもので
あることを証明している｡ 要するに, 外肱葉に対する L iC l の影響は, その中腫菓化を介 して, 同時に分
化する神経組織を後脳 ･脊髄とならせる一方, 直接その前脳分化能を抑制 して, 後脳 ･脊髄の発生に導 く
ことと二通りであることを立証 している｡
以上述べたように, 増井禎夫の主論文は, 実験発生学的研究方法をみごとに駆使 して, 両生類の肱発生
に対する L iC lの影響を調べ, 従来報告されたまちまちの主張を統一することに成功したものである｡ こ
の意味でこの論文は重要な意義をもつものといえる｡
論 ､文 審 査 の 結 果 の 要 旨
L iC l で処理された両生類肱では, 頭部神経系,とくに前脳の分化に著 しい異常をきたし, 小頭や単眼の
奇形を生ずると同時に, 中腰葉の分化も影響されて,脊索前板や時には脊索の発生が抑制される｡このよう
な発生異常の生ずるのは, LiC l が神経系の発生を誘導する編制原中肱葉にのみ働いて,その間接的影響で
あるという考えが一般に支持されてきた｡ けれどもこの考え方によると, いろいろな発生段階で L iC l を
作用させた肱における異常の現われ方について統一的な説明を与えることは困難である0 - 万, この考え
方に反して, L iC l の影響は直接外腫葉に及ぶことを暗示するような事実が最近提出された｡ したがって,
これまでの見解を再検討し, 矛盾のない統一的な説明を与えることが必要となった｡ 主論文は, この目的
で両生類腔の外腫葉と中腰葉の分化に及ぼす L iC lの形態学的効果を実験的に究明したものである｡
初期嚢腫のものを培養実験で調べてみると, L iC lは編制原中肱葉に働いて, その誘導能の低下と脊索分
化の抑制をもたらすと同時に, 予定外肱葉に対しても直接的な効果を及ぼして, その前脳分化を抑制する
ことがわかった｡ この場合 L iC l の影響下で誘導される神経組織は, 前脳への分化だけが抑制されて, 級
脳 ･脊髄への分化に変更されるのである｡ 何散にこのように変更が起こったかを次の実験で確かめている｡
この場合には必ず正常では前脳を誘導する既陥入の脊索前板を L iC l で処理し, 未処理の予定外腔葉で包
んで培養しているが, 前脳分化が抑制されて, 後脳または脊髄分化が起こった例では, 常に中軸中肱葉の
分化が認められた｡ つまり, 誘導原たる脊索前板自体の分化が中軸中肱菓- 変更された結果, これによっ
て誘導された神経組織が前脳ではなくて, 後脳 ･脊髄となったものと考えられるのである｡ ところが, 一
方,反応系たる予定外肱葉を L iC lで処理し, 煮殺した編制原中腫菓または脊索前板を包んで培養した場合
にも, 生きたものなら起こるはずの前脳分化が起こらず, 後脳 ･脊髄の分化だけが認められるようになる｡
ただし, この場合に注目すべきは中軸中肱葉の存在である｡ これは明らかに, L iC l の影響によって,予定
外肱葉が中腰葉化することを示している｡つまり, 嚢腫の予定外肱葉に直接働 くL iC lの作用はそれ自体の
中藤葉化をまねき, そこに誘導される神経組織の前脳- の分化を抑制する原因となるのであるo
ところが,自律分化能を獲得した神経腫の神経板の前脳部域だけを切りだし, L iC l処理を施してから培
養してみると, 未処理のものにくらべて, 常に抑制された前脳分化を示し, これに伴って後脳分化の傾向
が増大することがわかった｡
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